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無機ナノ粒子からなる“粉”を，単に研究対象の原料として市販品を疑うことなく購入されている方々，

その“粉”は皆様の研究対象を支える基材として最適なものでしょうか？粒径，形状，分散状態，表面

状態など，実は単なる“粉”でも考慮すべき点は様々です．本講演では，その原点を見直す機会として，

微粒子・ナノ粒子のサイズや形を整えることが如何に重要であるかについて概説し，その具体的な先

端材料への適用例を示しつつ紹介します． 
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